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(百万円未満切捨て)
１．2025年12月期の連結業績（2025年１月１日～2025年12月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期 3,299 △7.5 △6 － △46 － △107 －

2024年12月期 3,564 12.2 35 － 11 － △60 －
(注) 包括利益 2025年12月期 △102百万円( －％) 2024年12月期 △63百万円( －％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年12月期 △6.76 － △8.8 △1.3 △0.2

2024年12月期 △3.97 － △11.6 0.4 1.0
(参考) 持分法投資損益 2025年12月期 －百万円 2024年12月期 －百万円

(注) 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在するものの、１株当たり当期純損失のため記
載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年12月期 4,198 1,885 44.3 108.27

2024年12月期 2,976 614 20.0 38.78
(参考) 自己資本 2025年12月期 1,861百万円 2024年12月期 594百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2025年12月期 150 △28 1,395 2,176

2024年12月期 194 4 △344 659

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2025年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －
2026年12月期
(予想)

－ 0.00 － 0.00 0.00 －

３．2026年12月期の連結業績予想（2026年１月１日～2026年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 調整後EBITDA※

百万円 ％ 百万円 ％

通 期 5,300 60.6 400 －

※ 調整後EBITDA ＝ 営業利益＋減価償却費＋のれん償却費＋取得関連費用



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 -社 (社名)－ 、除外 -社 (社名)－

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年12月期 17,191,031株 2024年12月期 15,340,031株

② 期末自己株式数 2025年12月期 184株 2024年12月期 184株

③ 期中平均株式数 2025年12月期 15,932,545株 2024年12月期 15,331,471株

(参考) 個別業績の概要
１．2025年12月期の個別業績（2025年１月１日～2025年12月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期 453 △27.7 △241 － △275 － △220 －

2024年12月期 627 △10.8 △174 － △190 － △168 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2025年12月期 △13.85 －

2024年12月期 △11.00 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年12月期 3,996 2,070 51.4 119.58

2024年12月期 3,021 918 29.7 58.60

(参考) 自己資本 2025年12月期 2,055百万円 2024年12月期 898百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当社グループは「AIで心躍る未来を」をミッションとして掲げ、AI技術をはじめとする最先端テクノロジーの開

発に取り組んでおります。リアル空間およびバーチャル空間の双方において、多様なAI技術を活用し、全国の中小

企業から大企業までを対象にマーケティング支援や人材活用支援など、幅広い領域でサービスを提供しておりま

す。これらの事業活動を通じて、社会全体に新たな価値を創出し、心躍る未来の実現を目指しております。当社グ

ループ事業は、イノベーション領域とコアサービス領域の２つのドメインで構成されております。

イノベーション領域では、自社開発の大規模言語モデル「NEURAL.LLM」を中心に、AIアルゴリズムの小型化・高

精度化を推進しており、都市運営支援などの高い正確性と即時性が求められる分野への導入を開始しております。

また、完全にローカルで動作する高性能自動音声認識技術（ASR）を開発し、当社のコアサービスである

「KizunaNavi」への導入を開始いたしました。コアサービス領域では、AI技術を活用したLEDビジョン「Neural

Vision」、1on1支援サービス「KizunaNavi」、生成AIによるWeb構築支援サービス「Generative Web」などを展開し

ており、サービス導入実績は12,000社を超えるなど、順調に拡大しております。当社グループでは、これら２つの

領域を密接に連携させることで、研究開発成果の社会実装を加速するとともに、積極的なM&A活用も視野に入れ、コ

アサービスを成長ドライバーとした事業拡大を図ってまいります。

当連結会計年度における我が国経済は、社会経済活動の正常化が進むなか、企業収益の改善に支えられ雇用・所

得環境も底堅く推移し、個人消費の持ち直しなどによって、緩やかな回復基調となりました。その一方で、金融資

本市場の変動や地政学リスクの長期化による世界経済の減速懸念に加え、中国経済の先行き不透明感や物価上昇に

伴う消費者マインドの下振れリスクの高まりなどから、経済の先行きは依然として不透明な状況が継続しておりま

す。当社グループを取り巻く環境においては、生成AIの急速な普及を背景に、ビジネスモデル変革に向けたAI活用

ニーズが一段と高まっております。このような環境下、当社グループは中長期的な成長基盤の構築を目的として、

収益性の高いコアサービス領域への経営資源の集中と営業体制の抜本的強化を推し進めてまいりました。その結果、

2023年度から取り組んできたコスト最適化施策が想定以上に進展し、不採算案件の整理を含むポートフォリオの最

適化を推進したことから、当連結会計年度においては売上高が一時的に減少いたしました。一方で、これらの構造

改革により既存事業領域における損益分岐点は大幅に改善しており、足元では、M&Aの実施による売上伸長を背景

に、利益面においても収益改善の傾向が顕著に現れております。今後は最新の生成AI技術を活用した既存サービス

の拡張と新規開発を加速させるとともに、機動的な経営体制のもと、飛躍的な成長と企業価値の向上を目指してま

いります。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は3,299,035千円（前年度比7.5%減）となり、営業損失6,663千円（前連結

会計年度は営業利益35,556千円）、経常損失46,757千円（前連結会計年度は経常利益11,735千円）、親会社株主に

帰属する当期純損失は107,663千円（前連結会計年度は親会社株主に帰属する当期純損失60,931千円）となりまし

た。

なお、当社グループの事業セグメントはAIエンジニアリング事業の単一セグメントのため、セグメント別の記載

は省略しております。

より詳しい決算内容に関しては、当社IRサイトより、2026年２月13日発表の「2025年12月期 通期決算説明資料」

をご覧ください。

参考URL:https://www.neural-group.com/ir/library/index.html

（２）当期の財政状態の概況

（資産の部）

当連結会計年度末における流動資産は2,870,194千円となり、前連結会計年度末に比べ1,360,287千円増加いた

しました。これは主に、現金及び預金が1,546,949千円増加した一方で、売掛金が144,708千円減少したことによ

るものであります。

当連結会計年度末における固定資産は1,327,951千円となり、前連結会計年度末に比べ138,918千円減少いたし

ました。これは主に、のれんが103,879千円減少したことによるものであります。

この結果、総資産は、4,198,146千円となり、前連結会計年度末に比べ1,221,368千円増加いたしました。
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（負債の部）

当連結会計年度末における流動負債は1,377,851千円となり、前連結会計年度末に比べ148,875千円減少いたし

ました。これは主に、短期借入金が100,000千円減少したことによるものであります。

当連結会計年度末における固定負債は935,014千円となり、前連結会計年度末に比べ99,203千円増加いたしまし

た。これは主に、長期借入金が98,975千円増加したことによるものであります。

この結果、負債合計は、2,312,866千円となり、前連結会計年度末に比べ49,671千円減少いたしました。

（純資産の部）

当連結会計年度末における純資産合計は1,885,279千円となり、前連結会計年度末に比べ1,271,040千円増加い

たしました。これは主に、新株の発行による資本金の増加688,723千円及び資本剰余金の増加688,723千円、減資

による資本金の減少690,977千円及び資本剰余金の増加690,977千円、欠損填補による資本剰余金の減少1,487,958

千円及び利益剰余金の増加1,487,958千円等によるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物の残高(以下「資金」という。)の残高は、前連結会計年度より

1,516,949千円増加し、2,176,092千円となりました。当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれ

らの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における営業活動による資金の増加は150,169千円（前年同期は194,597千円の増加）となりまし

た。これは主に、減少要因として税金等調整前当期純損失53,351千円、未払消費税の減少66,667千円であり、増加

要因としてのれん償却額103,879千円、たな卸資産の減少20,682千円、売上債権の減少133,708千円、減価償却費

45,585千円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における投資活動の結果による資金の減少は28,522千円（前年同期は4,833千円の支出）となりま

した。主な要因は、定期預金の預入による支出30,000千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における財務活動の結果、増加した資金は1,395,325千円（前年同期は344,241千円の支出）とな

りました。主な要因は株式の発行による収入1,361,615千円によるものであります。
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（４）今後の見通し

今後の当社グループを取り巻く環境につきましては、労働人口の減少やDXの進展に加え、生成AIをはじめとする

AI技術の急速な普及を背景に、企業における業務効率化や生産性向上、さらにはビジネスモデル変革を目的とした

IT投資需要は、引き続き高水準で推移するものと見込まれます。特に、データ活用を前提としたシステム高度化や

クラウドサービスの活用拡大、セキュリティ対策強化への投資は、中長期的な成長分野として継続することが想定

されております。当社は、そうした市場環境および今後の競争の激化を想定し、当社の強みであるエッジAI・画像

解析技術のさらなる向上とより高い成長性が見込まれる領域・サービスへの経営資源の集中を進めてまいります。

このような事業環境のもと、当社グループは生成AIを中核技術と位置づけ、コアサービス領域における既存事業

の付加価値向上と、イノベーション領域における新規サービス創出の両輪で成長を加速させてまいります。既存顧

客基盤および業界知見を活かしながら、生成AIを活用した業務高度化ソリューションの提供を強化し、継続的な受

注拡大と顧客当たり売上の向上を図ってまいります。

また、営業体制および開発体制の強化を通じて、成長領域へのリソース配分を最適化するとともに、プロジェク

ト管理の高度化や技術者のスキル向上・最適配置により、生産性向上と利益率改善の両立を図ってまいります。こ

れらの施策により、売上成長と収益性向上を同時に実現できる事業体制の構築を進めております。イノベーション

領域においては、自社開発の大規模言語モデル「NEURAL.LLM」を基軸に、生成AI技術を活用した新規プロダクトお

よびサービスの開発を加速させ、ストック型ビジネスモデルの拡充に取り組んでまいります。

当連結会計年度にあたっては、売上高および利益の成長には至らなかったものの、コスト構造改革を進めた結果、

損益分岐点は大幅に改善し、中長期的な収益成長に寄与する基盤を構築することができました。さらに、成長戦略

の一環として、既存事業との高いシナジーが見込まれる分野を中心にM&Aやアライアンスの活用による事業領域の拡

大、人材および技術基盤の強化についても柔軟かつ機動的に検討しており、2026年12月期の業績予想といたしまし

て、売上高5,300百万円、調整後EBITDA400百万円（注１）を見込んでおります。

2026年12月期の計画の詳細については、当社IRサイトより、2026年２月13日発表の「2025年12月期 通期決算説明

資料」をご覧ください。

注)１．調整後EBITDAの概要及び計算式は下記のとおりであります。

（概要）EBITDA（営業利益+減価償却費+のれん償却費）に取得関連費用を足し戻した数値

取得関連費用はM&Aのアドバイザー等に支払った手数料であり、新規のM&A実行に際して発生した一時的な

費用であるため、当該一時的費用による利益のぶれを取り除き定常的なキャッシュ・フローを表示するため

の指標として調整後EBITDAを用いております。

当社は、取得関連費用については連結決算では費用計上されるものの単体決算では取得原価に含まれ、か

つ、税務上損金算入されない概念上の費用とみなしております。また、当社では企業を譲受する際の株式価

値算定においても取得関連費用を考慮しており、キャッシュ・フローの観点においても当該費用は譲受する

株式価値に織り込まれているものと考えております。

（計算式）営業利益+減価償却費+のれん償却費+取得関連費用

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を確保するため、会計基準につきまし

ては、日本基準を適用しております。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当連結会計年度
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 670,062 2,217,012

売掛金 464,868 320,159

契約資産 63,260 74,261

棚卸資産 207,995 162,369

前渡金 61,867 42,300

その他 42,563 56,150

貸倒引当金 △710 △2,058

流動資産合計 1,509,907 2,870,194

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 33,281 33,281

車両運搬具 2,578 2,646

工具、器具及び備品 141,662 159,682

その他 - 4,620

減価償却累計額 △122,292 △138,815

有形固定資産合計 55,229 61,414

無形固定資産

ソフトウエア 7,498 5,414

のれん 943,572 839,692

顧客関連資産 164,571 141,337

無形固定資産合計 1,115,641 986,444

投資その他の資産

投資有価証券 157,215 157,215

敷金及び保証金 130,678 118,282

繰延税金資産 6,061 2,151

その他 2,043 2,443

投資その他の資産合計 295,998 280,092

固定資産合計 1,466,870 1,327,951

資産合計 2,976,777 4,198,146
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当連結会計年度
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 57,772 53,125

短期借入金 700,000 600,000

1年内償還予定の社債 20,000 10,000

1年内返済予定の長期借入金 400,615 455,350

未払金 100,754 68,671

未払法人税等 4,299 34,692

未払消費税等 86,705 20,038

契約負債 62,664 46,579

賞与引当金 3,890 4,159

その他 90,024 85,235

流動負債合計 1,526,727 1,377,851

固定負債

社債 10,000 -

長期借入金 745,413 844,388

退職給付に係る負債 66,927 70,005

繰延税金負債 13,470 20,620

固定負債合計 835,810 935,014

負債合計 2,362,537 2,312,866

純資産の部

株主資本

資本金 12,254 10,000

資本剰余金 2,375,155 2,266,898

利益剰余金 △1,792,087 △411,793

自己株式 △567 △567

株主資本合計 594,754 1,864,537

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 83 △3,242

その他の包括利益累計額合計 83 △3,242

新株予約権 19,401 15,031

非支配株主持分 - 8,953

純資産合計 614,239 1,885,279

負債純資産合計 2,976,777 4,198,146
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年１月１日
至 2024年12月31日)

当連結会計年度
(自 2025年１月１日
至 2025年12月31日)

売上高 3,564,789 3,299,035

売上原価 1,197,709 1,153,716

売上総利益 2,367,079 2,145,319

販売費及び一般管理費 2,331,523 2,151,983

営業利益又は営業損失（△） 35,556 △6,663

営業外収益

受取利息 136 879

受取配当金 1 2

為替差益 2,365 4,386

受取保険金 776 -

違約金収入 3,801 2,347

その他 4,044 588

営業外収益合計 11,126 8,204

営業外費用

支払利息 19,465 27,293

株式交付費 5,260 15,831

その他 10,221 5,173

営業外費用合計 34,947 48,298

経常利益又は経常損失（△） 11,735 △46,757

特別利益

自己新株予約権消却益 - 3,355

特別利益合計 - 3,355

特別損失

固定資産除却損 - 619

減損損失 - 9,330

特別損失合計 - 9,950

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

11,735 △53,351

法人税、住民税及び事業税 4,318 34,781

法人税等調整額 70,324 11,060

法人税等合計 74,642 45,842

当期純損失（△） △62,906 △99,193

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に
帰属する当期純損失（△）

△1,975 8,470

親会社株主に帰属する当期純損失（△） △60,931 △107,663
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年１月１日
至 2024年12月31日)

当連結会計年度
(自 2025年１月１日
至 2025年12月31日)

当期純損失（△） △62,906 △99,193

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △570 △2,842

その他の包括利益合計 △570 △2,842

包括利益 △63,477 △102,036

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △60,848 △110,989

非支配株主に係る包括利益 △2,628 8,953
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年１月１日 至 2024年12月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 419,361 1,763,538 △1,731,156 △528 451,215

当期変動額

新株の発行 102,254 102,254 204,509

減資 △509,361 509,361 -

欠損填補 -

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△60,931 △60,931

自己株式の取得 △39 △39

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 △407,107 611,616 △60,931 △39 143,538

当期末残高 12,254 2,375,155 △1,792,087 △567 594,754

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金
為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 - △14 △14 15,385 1,321 467,908

当期変動額

新株の発行 204,509

減資 -

欠損填補 -

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△60,931

自己株式の取得 △39

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

- 97 97 4,016 △1,321 2,792

当期変動額合計 - 97 97 4,016 △1,321 146,330

当期末残高 - 83 83 19,401 - 614,239
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当連結会計年度(自 2025年１月１日 至 2025年12月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 12,254 2,375,155 △1,792,087 △567 594,754

当期変動額

新株の発行 688,723 688,723 1,377,446

減資 △690,977 690,977 -

欠損填補 △1,487,958 1,487,958 -

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△107,663 △107,663

自己株式の取得 -

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 △2,254 △108,256 1,380,294 - 1,269,782

当期末残高 10,000 2,266,898 △411,793 △567 1,864,537

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金
為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 - 83 83 19,401 - 614,239

当期変動額

新株の発行 1,377,446

減資 -

欠損填補 -

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△107,663

自己株式の取得 -

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

- △3,325 △3,325 △4,370 8,953 1,257

当期変動額合計 - △3,325 △3,325 △4,370 8,953 1,271,040

当期末残高 - △3,242 △3,242 15,031 8,953 1,885,279
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年１月１日
至 2024年12月31日)

当連結会計年度
(自 2025年１月１日
至 2025年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△）

11,735 △53,351

減価償却費 47,944 45,585

減損損失 - 9,330

のれん償却額 103,879 103,879

貸倒引当金の増減額（△は減少） 710 1,348

賞与引当金の増減額（△は減少） △562 269

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 6,744 3,078

受取利息及び受取配当金 △138 △881

支払利息 19,465 27,293

為替差損益（△は益） △2,225 22

株式交付費 5,260 15,831

固定資産除却損 - 619

売上債権の増減額（△は増加） △94,264 133,708

棚卸資産の増減額（△は増加） 64,598 20,682

前渡金の増減額（△は増加） △36,722 19,566

仕入債務の増減額（△は減少） 1,481 △4,646

未払金の増減額（△は減少） 6,641 △32,083

契約負債の増減額（△は減少） 23,365 △16,085

未払消費税等の増減額（△は減少） 64,649 △66,667

その他 △26,443 △26,485

小計 196,119 181,013

利息及び配当金の受取額 125 784

利息の支払額 △19,697 △27,333

法人税等の支払額 △4,285 △4,295

法人税等の還付額 22,336 -

営業活動によるキャッシュ・フロー 194,597 150,169

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △949 △767

無形固定資産の取得による支出 △3,800 -

貸付金の回収による収入 270 140

定期預金の預入による支出 - △30,000

定期預金の払戻による収入 7,200 -

敷金及び保証金の差入による支出 △137 △231

敷金及び保証金の回収による収入 2,250 2,341

その他 - △5

投資活動によるキャッシュ・フロー 4,833 △28,522
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年１月１日
至 2024年12月31日)

当連結会計年度
(自 2025年１月１日
至 2025年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） - △100,000

長期借入れによる収入 50,000 700,000

長期借入金の返済による支出 △557,452 △546,290

社債の償還による支出 △36,000 △20,000

株式の発行による収入 199,249 1,361,615

自己株式の取得による支出 △39 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △344,241 1,395,325

現金及び現金同等物に係る換算差額 885 △22

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △143,925 1,516,949

現金及び現金同等物の期首残高 803,068 659,142

現金及び現金同等物の期末残高 659,142 2,176,092
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(追加情報)

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

当社及び国内連結子会社は、当連結会計年度から、単体納税制度からグループ通算制度へ移行しております。

なお、前連結会計年度末から、法人税及び地方法人税に係る税効果会計に関する会計処理及び開示については、

「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号 2021年8月12日）

を適用しています。

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益の分解情報

当社グループはAIエンジニアリング事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益の内訳は以下

のとおりです。

前連結会計年度
(自 2024年１月１日
至 2024年12月31日)

当連結会計年度
(自 2025年１月１日
至 2025年12月31日)

イノベーション領域 768,489千円 563,620千円

コアサービス領域 2,774,413千円 2,721,088千円

顧客との契約から生じる収益 3,542,902千円 3,284,709千円

その他収益 21,886千円 14,326千円

外部顧客への売上高 3,564,789千円 3,299,035千円

（表示方法の変更）

前連結会計年度において、顧客との契約から生じる収益の分解情報については、「デジソリューションサービ

ス」及び「ライフスタイルサービス」と区分して表示しておりましたが、当連結会計年度より、当社グループの

収益構造を、より投資者等への理解に資するため「イノベーション領域」、「コアサービス領域」へと区分して

表示しております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度について注記の組替えを行っており

ます。

(セグメント情報等)

当社グループの事業セグメントは、AIエンジニアリング事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載

を省略しております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2024年１月１日
至 2024年12月31日)

当連結会計年度
(自 2025年１月１日
至 2025年12月31日)

１株当たり純資産額 38.78円 108.27円

１株当たり当期純損失（△） △3.97円 △6.76円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

－円 －円

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり当期純損失であ

るため、記載しておりません。

２ １株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2024年１月１日
至 2024年12月31日)

当連結会計年度
(自 2025年１月１日
至 2025年12月31日)

１株当たり当期純損失(△)

親会社株主に帰属する当期純損失（△）(千円) △60,931 △107,663

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純損失
（△）(千円)

△60,931 △107,663

普通株式の期中平均株式数(株) 15,331,471 15,932,545

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益の算定に含まれなかった潜在株式の概要

― ―
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(重要な後発事象)

(取得による企業結合)

当社は、2026年２月12日付の取締役会決議により、以下のとおり、株式会社ポマト・プロ（以下「ポマト・プ

ロ」といいます）及び株式会社カクタス（以下「カクタス」といいます）の全株式を取得することによる子会社化

（以下「本件株式取得」といいます）について決定いたしましたので、お知らせいたします。

（１）企業結合の概要

①企業結合を行った主な理由

当社は、「AIで心躍る未来を」をミッションとして掲げ、画像解析・生成AI技術をはじめとする最先端テクノ

ロジーの開発とビジネス活用を推進してまいりました。近年は、メディア領域における動画コンテンツ市場の拡

大や、生成AI活用の社会的定着が進んでおり、当社の技術を活用できる領域はよりいっそう広がりつつあるもの

と考えております。特に、マーケティング・エンターテインメント・イベント等の領域において、生成AI技術の

活用は加速度的に浸透しており、そうした市場の追い風を背景に、当社はM&Aを通じてエンタメ領域での事業の展

開を急速に拡大してまいります。また、急速に進化する生成AI技術を特定の領域に適した形で独自に進化させ、

実社会・ビジネスにおけるAI活用をより推進していくことで、当社のミッションである心躍る未来の実現につな

がっていくものと考えております。

ポマト・プロは、40年以上の歴史を持つ総合イベント企画制作会社であり、式典や展示会、スポーツイベント

等の企画・運営を軸に、映像やWebコンテンツの制作、タレントのキャスティングまで一貫して手掛けておりま

す。さらに、店舗巡回による販売支援等のセールスプロモーションにも強く、現場力と創造力で企業のコミュニ

ケーションを幅広く支援しています。

カクタスは、イベントの企画・運営からグラフィック・Webデザインまでをワンストップで提供するクリエイテ

ィブ企業です。商業施設のプロモーションやエリアマネジメント、自治体の地方創生事業など、リアルとデジタ

ルの垣根を越えた賑わい作りを強みとしています。

当社は、ポマト・プロ及びカクタスをグループに迎え、エンタテインメント領域に特化したAI技術の開発およ

びソリューション販売を加速させ、グループシナジーを最大限に活用した成長戦略を推進してまいります。リア

ルな体験価値と先端テクノロジーを掛け合わせることで、市場における競争優位性を確立し、さらなる企業価値

の向上に邁進してまいります。

②買収する会社の概要

１．株式会社ポマト・プロ

名称 株式会社ポマト・プロ

所在地 東京都千代田区麹町５丁目３

代表者の役職・氏名 代表取締役社長 飯島 髙尚

事業内容 イベントの企画運営、セールスプロモーション

企業規模（2025年２月期）

総資産 686,940千円

純資産 113,687千円

売上高 1,607,248千円

経常利益 64,067千円

(注）上記数値は株式会社ポマト・プロの2025年２月期の数値に基づいており、当社の会計監査人の監査証明を受け

ておりません。

２．株式会社カクタス

名称 株式会社カクタス

所在地 大阪府大阪市西区新町１丁目28番11号

代表者の役職・氏名 代表取締役社長 畚野 信但

事業内容 イベント・プロモーションの企画、制作、運営

企業規模（2025年６月期）
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総資産 495,892千円

純資産 194,500千円

売上高 811,357千円

経常利益 125,689千円

(注）上記数値は株式会社カクタスの2025年６月期の数値に基づいており、当社の会計監査人の監査証明を受けてお

りません。

③企業結合日

株式会社ポマト・プロ：2026年２月28日

株式会社カクタス：2026年４月１日

④企業結合の法的形式

現金を対価とする株式の取得

⑤結合後企業の名称

株式会社ポマト・プロ

株式会社カクタス

⑥取得する議決権比率

100％

⑦取得企業を決定するに至った根拠

当社が現金を対価として、株式を取得するためであります。

（２）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得価額につきましては、相手先の要望及び守秘義務契約により非開示とさせていただきますが、当該取得価額は、

外部の専門家による株価評価額の範囲内であり、当社は当該評価額を参考に、相手先との協議により取得価額を決

定しております。

（３）主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用等（概算） 28,000千円

（４）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。

（５）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。


